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社 会 科 学 習 指 導 案

平成１５ 年 １ １ 月 ２ ０ 日 （ 木 ） 第 ５ 校 時

第 １ 学 年 Ａ 組 指 導 者 阿 部 亮 一

授 業 の 視 点

付 箋 を 使 用 し て の Ｋ Ｊ 法 的 な 分 類 方 法 を 課 題 作 り の た め の 疑 問 点 の 整 理 場 面 で

取 り 入 れ た こ と は 、 生 徒 が 課 題 を つ く る 場 に お い て 思 考 を 助 け る 手 段 と し て 有 効

で あ っ た か 。

１ 、 題 材 名 「 身 近 な 地 域 の 調 査 」 東 京 書 籍 版 教 科 書 Ｐ ４ ５ ～ ６ ２

２ 、 考 察

（ １ ） 生 徒 の 実 態 （ 男 子 １ ２ 人 、 女 子 １ １ 人 ）

（ ２ ） 学 級 の 特 徴

日 常 の 授 業 に お け る 観 察 や 事 前 の ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 か ら と ら え た 本 学 級 の 生 徒

の 本 題 材 に 関 す る 実 態 は 次 の 通 り で あ る 。

ま ず 、 地 理 学 習 に 関 す る 興 味 ・ 関 心 で は 、 「 好 き で あ る 」 と 答 え た 生 徒 は ４ 人 と 少

な く 、 や や 苦 手 意 識 を 持 っ て い る 。 し か し 、 「 調 べ た い こ と を 決 め て 、 調 査 す る 活 動

は 好 き で す か 。 ま た 、 や っ て み た い で す か 。 」 と い う 問 い に は 、 １ ５ 人 の 生 徒 が 「 や

っ て み た い 」 と 答 え て い る よ う に 課 題 を 設 定 し て の 取 組 に つ い て は お お む ね 高 い 関 心

を 持 っ て い る 。

思 考 ・ 判 断 に 関 し て は 、 「 図 や 写 真 か ら 読 み 取 っ た こ と を ノ ー ト に ま と め る 活 動 」

等 は で き る が 、 「 自 分 の 考 え や 意 見 を 書 く 活 動 」 や 「 班 で 考 え を ま と め る 活 動 」 で は 、

多 数 の 生 徒 が 戸 惑 い を 見 せ た り 、 他 の で き る 生 徒 や 教 師 の 答 え を 待 っ て い る 様 子 が 見

ら れ る 。 そ の 反 面 、 「 話 を 聞 く こ と 」 に つ い て は 大 変 よ く 集 中 で き て い る 。

資 料 活 用 の 技 能 ・ 表 現 に 関 し て は 、 表 の 作 成 や レ ポ ー ト の 作 成 な ど 簡 易 な 作 業 は 得

意 で あ る が 、 複 数 の 資 料 を 組 み 合 わ せ た り 、 調 べ た 内 容 を 効 果 的 に 表 現 す る こ と が で

き る 生 徒 は 数 名 で あ る 。 ま た 、 自 分 の 意 見 や ま と め を 発 表 す る こ と を 嫌 う 傾 向 が 強 い 。

学 習 態 度 は ま じ め で あ る が 、 発 表 や 発 言 す る こ と が 苦 手 と い う ク ラ ス の 特 徴 が 分 か る 。

し た が っ て 、 今 後 も 課 題 を 設 け て 、 そ の 課 題 解 決 の 結 果 を 発 表 し あ う 学 習 を 多 く 経 験

さ せ た い 。

知 識 ･理 解 に 関 し て は 、 川 場 村 の 位 置 や 自 然 の 豊 か さ 、 河 川 や 水 利 に 恵 ま れ て い る こ

と な ど の 自 然 の 特 徴 、 農 業 が 盛 ん な こ と 、 農 作 物 で は 特 に 果 物 や 米 、 こ ん に ゃ く の 栽

培 が 多 い こ と な ど 産 業 等 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 は 身 に 付 い て い る 。 ま た 、 調 べ る 方

法 と し て 地 図 を 利 用 す る こ と や 調 査 方 法 な ど も 多 く の 生 徒 が 知 っ て い た 。 し か し 、 農

業 と 自 然 と の 関 連 に つ い て 聞 く と 、 「 自 然 に 恵 ま れ て い る か ら 」 と か 、 「 農 業 が し や

す い か ら 」 と い っ た 答 え が 多 く 、 自 然 環 境 に 適 し た 産 業 と し て の 農 業 や 社 会 条 件 の 変
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化 と 新 し い 農 業 の 展 開 な ど 身 近 な 社 会 的 事 象 を 通 し て 社 会 的 な 考 え 方 を 身 に 付 け さ せ

る よ う 指 導 し て い き た い 。

（ ２ ） 教 材 観

川 場 村 は 、 群 馬 県 の 北 東 部 に 位 置 し 、 東 は 片 品 村 ・ 利 根 村 ・ 白 沢 村 、 西 及 び 南 は 沼

田 市 に 、 北 は 水 上 町 に 隣 接 し 、 武 尊 山 （ 標 高 2,15 8m） の 南 に 開 け た 盆 地 状 を な し て い

る 。 川 場 村 の 総 面 積 の 85％ は 山 林 原 野 に 占 め ら れ 、 耕 地 は ７ ％ と 狭 小 で 、 利 根 川 の 支

流 の 薄 根 川 と 桜 川 の 扇 状 地 形 の 上 に 広 が っ て い る 。 冬 に は 季 節 風 に よ る 降 雪 が あ り 、

豊 か な 水 と 森 を 育 ん だ 大 自 然 を 今 で も 残 し て い る 山 村 で あ る 。

近 年 リ ゾ ー ト 地 域 の 指 定 に よ り 自 然 と 共 存 し た 新 し い 時 代 に 対 応 し た 開 発 が 進 み 、

都 市 と 山 村 の 交 流 活 動 を 通 し 、 地 域 に 新 し い 文 化 の 芽 を 育 て 、 特 色 あ る 地 域 づ く り を

目 指 し て い る 。 「 農 業 プ ラ ス 観 光 」 を 合 言 葉 に 、 従 来 型 の 農 業 か ら 農 業 に 観 光 を 結 び

つ け た 産 業 の 育 成 が 試 み ら れ 、 果 樹 栽 培 や 酪 農 、 工 芸 作 物 や 施 設 園 芸 な ど の 農 業 も 盛

ん に な っ て き て い る 。 同 時 に 、 ス キ ー 場 、 世 田 谷 区 の 保 養 施 設 や 温 泉 旅 館 等 の 観 光 業

や 病 院 、 老 人 介 護 施 設 と い っ た 社 会 福 祉 施 設 も 立 地 し て き て い る 。 ま た 、 全 国 的 な 傾

向 と し て の 産 業 別 就 業 人 口 の 第 二 次 、 第 三 次 産 業 就 業 者 数 の 増 加 と い う 現 代 的 な 社 会

構 造 の 変 化 も 見 ら れ 、 周 辺 都 市 の 産 業 に 依 存 し た 問 題 点 も あ る 。 こ の よ う に 川 場 村 は 、

時 代 に よ る 産 業 の 変 化 や 気 候 ・ 自 然 ・ 環 境 条 件 に 適 し た 産 業 の 発 達 、 社 会 生 活 の 変 化

と い っ た 地 域 的 特 色 が 見 ら れ 、 学 び の 場 と し や す い 地 域 と い え る 。

本 題 材 の 「 身 近 な 地 域 の 調 査 」 に お い て は 、 生 徒 が 日 常 生 活 の 中 で 接 し て い る 事 象

を 地 理 的 視 点 か ら 見 直 し 、 地 域 を 総 合 的 に 捉 え る 学 習 が 基 本 と な る 。 地 域 の 産 業 や 生

活 の 様 子 か ら 地 理 的 な 問 題 を 発 見 、 解 決 し て い く 学 習 過 程 に お い て 、 地 理 的 事 象 と 自

然 条 件 と の 関 係 、 社 会 的 ・ 文 化 的 条 件 を 考 え る こ と な ど 、 地 理 的 な 考 え 方 が 身 に 付 け

ら れ る 。 ま た 、 学 習 を 進 め る 上 で 地 形 図 の 読 図 や 分 布 図 の 作 図 、 統 計 の 読 み 取 り な ど

の 基 礎 的 な 能 力 も 必 要 で あ り 、 学 習 の 意 味 は 大 き い 。 特 に 、 地 域 学 習 を お こ な う 意 味

は 、 生 徒 の 具 体 的 体 験 を 地 理 学 習 に 生 か し 、 学 習 へ の 興 味 ・ 関 心 を 抱 か せ る こ と が で

き る 点 に あ る と 言 え る 。

そ し て 、 身 近 な 題 材 か ら 疑 問 を 持 ち 、 課 題 を 考 え 、 見 通 し を 持 っ て 調 査 し 、 ま と め

て 発 表 す る と い う 課 題 解 決 の 学 習 過 程 を 学 び や す い 題 材 で も あ る 。 ア ン ケ ー ト 調 査 の

結 果 で も 地 理 学 習 に 対 し て 苦 手 意 識 を 持 っ て い る が 、 「 調 べ て み た い こ と を 決 め て 、

調 査 す る 活 動 」 を や っ て み た い と 答 え て い る 生 徒 に 対 し て の 突 破 口 に な る の で は な い

か 。 こ う い っ た 視 点 か ら 「 身 近 な 地 域 」 を 「 地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査 」 の 導 入 と し て

扱 う に は 適 切 な 題 材 で あ る と 考 え る 。

（ ３ ） 教 材 の 系 統

本 題 材 に 関 し て は 、 小 学 校 の 第 ３ ， ４ 学 年 で 地 域 の 産 業 や 消 費 生 活 の 様 子 、 地 域 の

発 展 に 尽 く し た 先 人 の 働 き に つ い て 学 習 し て い る 。 既 習 事 項 の 中 で 活 用 可 能 な 内 容 と

し て は 、 「 自 分 の 住 ん で い る 村 の 位 置 」 （ 小 ４ ） や 「 身 近 な 地 域 の 観 察 や 調 査 の 方 法 、

地 域 の 具 体 的 資 料 の 活 用 方 法 」 （ 小 ３ ・ ４ ） が あ る 。
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（ 歴 史 的 分 野 ） （ 地 理 的 分 野 ） （ 公 民 的 分 野 ）

１ 年 世 界 と 日 本 の 地 域 構 成

日 本 の す が た

１ 年 ３ 年

地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査

身 近 な 地 域 の １ 身 近 な 地 域 の 調 査 現 代 社 会 と わ た し た ち

歴 史 の 生 活

２ 都 道 府 県 の 調 査 現 代 の 民 主 政 治 と 社 会

・ 地 方 の 政 治 と 自 治

２ 年 ３ 世 界 の 国 々 の 調 査

世 界 か ら 見 た 日 本 の す が た

（ ４ ） 指 導 方 針 及 び 留 意 点

① 題 材 全 体 を 通 し て

・ 本 題 材 で の 地 域 調 査 は 、 帰 納 的 な 方 法 に よ り 地 域 を 様 々 な 観 点 か ら 捉 え 、 総 合 的 に

地 域 の 特 色 を 明 ら か に す る 学 習 で あ る 。 課 題 追 求 の 視 点 と し て 、 自 然 （ 気 候 、 地 形 ） 、

産 業 （ 伝 統 産 業 と 現 在 の 産 業 ） 、 生 活 や 文 化 を 総 合 的 に 扱 う 。

・ 学 び 方 に 関 し て 、 情 報 収 集 、 課 題 の 発 見 、 予 想 ・ 仮 説 の 設 定 、 調 査 活 動 、 検 証 ・ ま

と め の 問 題 解 決 的 過 程 を 体 験 さ せ る 。

② 情 報 収 集 の 場 面

・ 情 報 収 集 に 際 し て は 、 自 分 た ち の 意 見 や 考 え だ け で な く 、 地 域 の 人 か ら の 聞 き 取 り

調 査 、 地 形 図 の 読 み 取 り 、 統 計 資 料 の 読 み 取 り 等 、 広 い 視 点 で 調 べ さ せ る 。

・ 課 題 の 発 見 場 面 に 生 か せ る よ う 、 情 報 収 集 の 場 面 か ら 得 た 事 実 に 関 す る 疑 問 点 や 興

味 を 思 っ た こ と を 各 時 間 ご と に 付 箋 に ま と め て お く 。

③ 課 題 の 発 見 の 場 面 で

・ 生 徒 が ま と め た 疑 問 を Ｋ Ｊ 法 的 な 手 法 で 類 型 化 を 行 い 整 理 さ せ る 。 そ し て 、 課 題 と

し て 集 約 化 し ま と め て い く 。

・ 立 て ら れ た 課 題 が 検 証 可 能 な も の か ど う か を 、 課 題 追 求 の 視 点 や 調 査 方 法 と い っ た

観 点 で 判 断 さ せ る 。

④ 予 想 ・ 仮 説 の 設 定 場 面 で

・ 仮 説 を 立 て る に 際 し て は 、 社 会 的 な 考 え 方 が で き る よ う 課 題 追 求 の 視 点 に 立 っ て い

る か 、 ま た 、 論 理 的 な 考 察 に な っ て い る か を 生 徒 に ア ド バ イ ス す る 。

⑤ 調 査 活 動 の 場 面 で
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・ イ ン タ ー ネ ッ ト や 現 地 調 査 、 読 図 、 統 計 の 活 用 な ど 種 々 の 資 料 活 用 方 法 か ら 適 切 な

も の を 選 び 、 調 査 で き る よ う に さ せ る 。

・ 仮 説 の 立 証 に 必 要 な 資 料 を あ ら か じ め 把 握 し て お き 、 適 宜 支 援 す る 。 時 間 的 な 制 約

も 考 え 、 生 徒 自 ら で 見 つ け ら れ な い 場 合 に は 教 師 が 資 料 を 提 示 す る 。

⑥ 検 証 ・ ま と め の 場 面 で

・ 調 査 し て 集 め た 客 観 的 な 事 実 と 考 察 が 、 整 合 性 が あ っ て 論 理 的 か ど う か を 班 で 検 証

す る 活 動 を 行 う 。

・ 仮 説 の 検 証 結 果 を 、 分 布 図 や グ ラ フ 、 表 に ま と め さ せ た り す る こ と に よ っ て 、 地 図

や グ ラ フ な ど を 的 確 に 作 成 す る 技 能 や 自 分 の 考 え を わ か り す く 表 現 で き る 能 力 を 高 め

る 。

・ 学 習 を 通 し て 高 ま っ た 見 方 や 考 え 方 、 知 識 や 技 能 な ど を 生 徒 自 身 で 確 認 で き る た め

に 、 学 習 活 動 の 状 況 を 自 己 評 価 さ せ た り 、 教 師 が よ く で き た 点 や 新 た に 身 に 付 け ら れ

た 見 方 や 考 え 方 を ワ ー ク シ ー ト に 記 述 す る こ と で 、 自 己 の よ さ を 見 出 さ せ 、 学 習 に 対

す る 関 心 ・ 意 欲 を 高 め ら れ る よ う に す る 。

（ ５ ） 授 業 中 に お け る 生 徒 指 導

・ 活 動 の 場 面 ご と に 自 己 評 価 を お こ な う な ど 、 生 徒 の 実 態 把 握 に 努 力 し 、 知 識 理 解 に

関 す る 学 習 場 面 で は 補 充 や 発 展 的 な 問 題 も 用 意 し 、 個 に 対 応 し た 支 援 を 行 う 。

・ 自 分 自 身 の 立 て た 課 題 を 解 決 し て い く 学 習 過 程 で 、 各 個 人 な り の 力 に 応 じ た 、 適 切

な 支 援 を 心 が け る こ と で 、 最 後 ま で 自 分 の 力 で や り 遂 げ た と い う 達 成 感 や 充 実 感 を 味

あ わ せ る 。

３ 、 本 題 材 の 目 標

身 近 な 地 域 の 諸 事 象 を 観 察 や 調 査 す る 活 動 を 通 し て 、 市 町 村 規 模 の 地 域 的 特 色 を と

ら え る 視 点 や 方 法 、 地 理 的 な ま と め 方 を 身 に 付 け る 。

４ 、 評 価 規 準

【 社 会 事 象 へ の 】関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

・ 身 近 な 地 域 の 景 観 に 関 心 を も ち 、 課 題 を 見 い だ し 、 意 欲 的 に 観 察 ・ 調 査 し て い る 。

【 社 会 的 な 】思 考 ・ 判 断

・ 身 近 な 地 域 の 特 色 を 事 象 の 位 置 や 空 間 的 な 広 が り や 人 々 の 生 活 を 基 に 考 察 で き る 。

【 資 料 活 用 の 】技 能 ・ 表 現

・ 身 近 な 地 域 の 特 色 を と ら え る た め に 地 図 や 統 計 な ど か ら 情 報 を 読 み 取 る こ と が で き

る 。

【 社 会 事 象 へ の 】知 識 ・ 理 解

・ 地 図 の き ま り を 理 解 す る と と も に 、 身 近 な 地 域 の 特 色 を 、 事 象 の 位 置 や 空 間 的 な 広

が り と 人 々 の 生 活 を 基 に 理 解 し て い る 。

５ 、 指 導 計 画 １ ２ 時 間 予 定 （ 本 時 は ４ 時 間 目 ）
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過 時 学 習 活 動 支 援 及 び 留 意 点 評 価 項 目

● は 努 力 を 要 す る 生 徒 へ の 支 ☆ は 充 分 満 足 で き る 状 況

程 間 援 の キ ー ワ ー ド や セ ン テ ン

☆ は 発 展 的 な 支 援 ス

３ ○ 聞 き 取 り 調 査 か ら ○ 家 族 や 地 域 の 人 々 の 意 見 を ○ 聞 き 取 り 調 査 や 集 計 結

情 川 場 村 の 特 色 を つ か 調 査 用 紙 に 記 入 し て 調 べ 、 集 果 か ら 川 場 村 の 特 色 を つ

報 む 。 計 表 を 作 成 す る 。 か ん で い る 。

収 ○ 自 分 の 意 見 だ け で な く 、 集 ＜ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ＞

集 計 結 果 を 参 考 と し て 川 場 村 の （ 活 動 の 様 子 、 ワ ー ク シ

特 色 を つ か ま せ る 。 ー ト ）

● 「 特 色 」 を ど う と ら え た ら ☆ 自 分 の 意 見 と 集 計 結 果

い い か 分 か ら な い 生 徒 の た め か ら 川 場 村 の 特 色 を 書 き

に 、 川 場 村 の パ ン フ レ ッ ト 写 出 し て い る 。

真 を 使 っ て 一 例 を 説 明 す る 。

○ 地 形 図 を 用 い て 、 ○ 「 地 図 の 見 方 プ リ ン ト 」 を ○ 縮 尺 や 地 図 記 号 、 等 高

川 場 村 の 空 間 的 な 特 用 意 し 、 縮 尺 、 地 図 記 号 、 等 線 等 の 基 本 的 な 読 図 に つ

色 を つ か む 。 高 線 な ど の 基 本 的 な 読 図 に つ い て 理 解 し て い る 。

い て 理 解 さ せ る 。 ＜ 知 識 ・ 理 解 ＞

● 「 地 図 の 見 方 プ リ ン ト 」 を （ 活 動 の 様 子 、 地 図 の 見

や り 直 す 。 方 プ リ ン ト 、 ワ ー ク シ ー

☆ 地 図 の 見 方 に 関 し て 、 充 分 ト ）

理 解 し た 生 徒 に は 、 教 科 書 ｐ ☆ 地 形 図 の 見 方 に 基 づ い

４ ７ の 「 た め し て み よ う 」 を た 表 現 方 法 で 川 場 村 の 空

さ せ る 。 間 的 な 特 色 を つ か め る 。

・山地が多 い 。○ 地 図 の 見 方 を も と に 、 ２ 万

・耕地周辺 の 道 路が ご ば ん の目 の よ５ 千 分 の １ の 地 形 図 を 使 っ て

うになっ て い る。川 場 村 の 空 間 的 な 特 色 を つ か

・地形的 な 特色 （ 山 地、 河 川 ） ・耕 地 は、 水 田 や畑 が 多 い 。む 。

・土地利 用 の特 色 ・果 樹 園は 中 野 ･萩 室 に 多 い 。

・ 居 住地 の 分布

１ ○ 調 べ た い 内 容 を 整 ○ 自 分 の 調 べ て み た い 内 容 を ○ 調 べ た い 内 容 を 社 会 的

課 理 し て 、 課 題 を 設 定 Ｋ Ｊ 法 的 手 法 で 整 理 さ せ 、 な 見 方 （ 自 然 、 産 業 、 文

題 す る 。 「 川 場 の 特 色 を 調 べ て 、 世 田 化 や 生 活 ） に 立 っ て 分 類本

の （ 学 習 テ ー マ ： 川 場 谷 の 人 た ち に 伝 え よ う 。 」 と し 、 調 査 可 能 な 課 題 を 考時

発 の 特 色 を 調 べ て 、 世 い う テ ー マ で に あ っ た 課 題 を え て い る 。

見 田 谷 の 人 た ち に 伝 え １ つ 作 ら せ る 。 ＜ 思 考 ・ 判 断 ＞
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よ う 。 ） （ 活 動 の 様 子 、 ワ ー ク シ

● 分 類 し た 結 果 か ら 自 分 の 興 ー ト ）

味 や 関 心 の 傾 向 が わ か っ た が ☆ 課 題 の 根 拠 が 、 川 場 村

書 き 方 や 表 現 の 仕 方 が わ か ら の 特 色 を 追 求 す る の に ふ

な い 生 徒 に は 、 教 科 書 ｐ ４ ８ さ わ し い も の で あ る 。

の 金 沢 の 例 を 読 ま せ て 、 参 考

に さ せ る 。

２ ○ 課 題 に 対 す る 仮 説 ○ 自 分 の 立 て た 課 題 に つ い て ○ １ つ の 観 点 だ け で な

予 を 考 え る 。 様 々 な 観 点 か ら 予 想 を 考 え さ く 、 複 数 の 観 点 か ら 事 象

想 せ る 。 を と ら え 、 仮 説 を 考 え る

仮 ● 仮 説 を 予 想 で き な い 生 徒 に こ と が で き る 。

説 は 、 他 の 生 徒 の 考 え 方 を 知 ら ・ 自 然 条 件

の せ 、 考 え の ヒ ン ト と さ せ る 。 ・ 社 会 条 件

設 ○ 意 見 交 換 を さ せ て 、 様 々 な ・ 文 化 条 件

定 見 方 に 立 っ て 予 想 を 考 え る 。 ＜ 思 考 ・ 判 断 ＞

○ 追 求 す る 内 容 や 方 ○ 仮 説 を 検 証 す る の に 適 切 な （ ワ ー ク シ ー ト ）

法 を 検 討 し て 、 調 査 内 容 と 方 法 を 考 え さ せ 、 調 査 （ 活 動 の 様 子 、 ワ ー ク シ

計 画 を 立 て る 。 計 画 を 立 て さ せ る 。 ー ト ）

● 調 査 計 画 を 立 て ら れ な い 生 ☆ 仮 説 の 設 定 だ け で な

徒 に は 、 他 の 生 徒 の 調 査 計 画 く 、 ま と め 方 や 発 表 の 方

を 見 せ 、 立 て 方 の ヒ ン ト を 与 法 ま で 考 え に い れ て 調 査

え る 。 計 画 を 考 え ら れ る 。

☆ ま と め 方 や 発 表 の 方 法 ま で

考 え て 調 査 の 計 画 を 考 え さ せ

る 。

３ ○ 調 査 計 画 に も と づ ○ 調 査 の 目 的 や 内 容 を は っ き ○ 検 証 に 必 要 な 資 料 を 効

調 い て 、 調 査 活 動 に 取 り と さ せ 、 校 外 で の 活 動 の 場 率 的 に 収 集 で き る 。

査 り 組 む 。 合 に は 礼 儀 や 交 通 安 全 に も 配 ＜ 技 能 ・ 表 現 ＞

活 慮 さ せ る 。 （ レ ポ ー ト 、 ワ ー ク シ ー

動 ● 調 査 の 見 通 し や 調 査 方 法 が ト 、 自 己 評 価 ）

分 か ら な い 生 徒 に は 教 科 書 の ☆ 自 ら の 判 断 で 、 適 切 な

読 み 取 り 資 料 （ ｐ ５ ２ ・ ５ 資 料 が 選 択 、 収 集 で き

３ ） を 読 ま せ 、 参 考 に さ せ る 。

る 。

☆ 調 査 段 階 で 新 た に 出 て き た

疑 問 点 や 調 査 資 料 に つ い て も

調 べ さ せ る 。
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３ ○ 調 査 結 果 を レ ポ ー ○ 分 布 図 や 統 計 資 料 な ど を 使 ○ 収 集 し た 資 料 を 使 っ て

検 ト に ま と め 、 仮 説 の っ て 、 調 査 結 果 や 検 証 の 分 析 レ ポ ー ト に 調 査 結 果 や 検

証 検 証 を お こ な う 。 を レ ポ ー ト に ま と め る 。 証 の 分 析 を ま と め て い

・ ● 検 証 の 仕 方 や ま と め 方 が わ る 。

ま か ら な い 生 徒 に は 、 教 科 書 ｐ ＜ 知 識 ・ 理 解 ＞

と ５ ４ の 「 Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋ ｕ ｐ 」 （ レ ポ ー ト 、 発 表 用 紙 ）

め や ｐ ５ ５ の 「 結 果 と 分 析 」 を ☆ レ ポ ー ト の 内 容 を 統 計

参 照 さ せ る 。 資 料 や 分 布 図 を 使 っ て 、

○ 発 表 用 紙 に レ ポ ー ト の 内 容 効 果 的 に ま と め 、 分 か り

を 簡 単 に ま と め 、 発 表 の 準 備 や す く 発 表 し て い る 。

を さ せ る 。

○ レ ポ ー ト の 内 容 を ○ 発 表 用 紙 を 課 題 を 立 て た 理

学 級 で 発 表 す る 。 由 か ら 調 べ た 結 果 ま で を 簡 潔

に ま と め さ せ 、

● 発 表 が 苦 手 な 生 徒 に は 、 発

表 順 を 工 夫 し て 、 他 の 生 徒 の

発 表 の 仕 方 を 参 考 と さ せ る 。

６ 、 本 時 の 学 習

（ １ ） 本 時 の 目 標

自 分 の 疑 問 点 や 調 べ て み た い 内 容 を 整 理 し て 、 社 会 的 見 方 に あ っ た 学 習 課 題 を 設 定

す る 。

（ ２ ） 準 備

ア 、 教 師 教 科 書 、 学 習 テ ー マ を 書 い た 模 造 紙 、

イ 、 生 徒 教 科 書 、 ワ ー ク シ ー ト

（ ３ ） 展 開

学 習 活 動 時 間 指 導 上 の 留 意 点 ・ 支 援 評 価 項 目 （ 観 点 ・ 方 法 ）

● は 努 力 を 要 す る 生 徒 へ の 支 ☆ は 充 分 満 足 で き る 状 況 の

援 の 手 立 て キ ー ワ ー ド や セ ン テ ン ス

☆ は 発 展 的 な 支 援

１ 本 時 の 学 習 の め ○ 本 時 の 学 習 テ ー マ 「 川 場 の

あ て を つ か む 。 5分 特 色 を 調 べ て 、 世 田 谷 の 人 た

ち に 伝 え よ う 。 」 を 意 識 的 に

強 調 し 、 課 題 作 り の 意 欲 ･関

心 を 高 め る 。

２ 「 特 色 」 に つ い 5分 ○ 事 例 写 真 を 使 っ て 、 「 特
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て の 確 認 を す る 。 色 」 に つ い て の 概 念 を 確 認 す

る 。

３ 興 味 あ る こ と や ○ 分 類 方 法 に つ い て 簡 単 に 説 ○ 調 べ た い 内 容 を 社 会 的 な

疑 問 点 、 調 べ た い 10分 明 す る 。 自 己 の 調 べ た い こ と 見 方 （ 自 然 、 産 業 、 文 化 や

こ と を 社 会 的 見 方 を 自 然 、 産 業 、 生 活 ・ 文 化 に 生 活 ） に 立 っ て 分 類 し 、 追

で 分 類 す る 。 関 す る こ と に 分 類 し 、 調 べ た 求 可 能 な 課 題 を 考 え て い

い 内 容 を 明 確 化 さ せ る 。 る 。

＜ 思 考 ・ 判 断 ＞

● 付 箋 の 分 類 が で き な い 生 徒 （ 活 動 の 様 子 、 ワ ー ク シ ー

に は 、 ど の 分 類 に あ て は ま る ト ）

の か を 支 援 す る 。 ☆ 課 題 の 根 拠 が 、 川 場 村 の

☆ 分 類 で き た 生 徒 に は 、 分 類 特 色 を 追 求 す る の に ふ さ わ

内 容 か ら も う 一 度 複 数 を 組 み し い も の で あ る 。

合 わ せ た り 、 よ り 深 く 考 え る ＜ 例 ＞

よ う に 促 す 。 ・ 川 場 村 の 農 業 の 特 徴 は 何

か 。

・ 中 野 地 区 に に 果 樹 園 が な

４ 分 類 し た も の を ○ 学 習 テ ー マ の 「 川 場 の 特 色 ぜ 多 い の か 。

見 な が ら 、 自 分 が 20分 を 調 べ て 、 世 田 谷 の 人 た ち に ・ ス キ ー 場 は ど う し て つ く

取 り 組 み た い 課 題 伝 え よ う 。 」 に あ っ た 課 題 を ら れ た か 。

を 考 え る 。 １ つ 作 ら せ る 。 ・ 川 場 村 は な ぜ 、 老 人 が 多

● 分 類 し た 結 果 か ら 自 分 の 興 い の か 。

味 や 関 心 の 傾 向 が わ か っ た が

書 き 方 や 表 現 の 仕 方 が わ か ら

な い 生 徒 に は 、 教 科 書 ｐ ４ ８

の 金 沢 の 例 を 読 ま せ て 、 参 考

に さ せ る 。

☆ 課 題 の 設 定 理 由 を 充 実 さ せ

る た め に 、 予 想 や 見 通 し ま で

考 え る よ う に ア ド バ イ ス を す

る 。

５ 課 題 と 設 定 理 由 10分 ○ 情 報 収 集 の 段 階 か ら 課 題 の

を 発 表 す る 。 設 定 ま で の 経 過 を 発 表 さ せ 、

良 い 点 を 賞 賛 す る 。



- 9 -


